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上
西
郷
川
で
は
２
０
０
７
年
度
よ
り
、
市
民-

大

学-

行
政
で
協
力
し
た
多
自
然
川
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
（
２
０
１
４
年
９
月
現
在
）

に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
は
約
50

回
に
上
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
川

の
維
持
管
理
や
自
然
再
生
手
法
に
つ
い
て
も
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
合
わ
せ
て
魚
類
を
対
象
と
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
見
な
が
ら
小
さ
な
自
然
再
生
の
工
夫
を
導
入
す

る
と
い
う
考
え
方
で
改
修
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
稿
で
紹
介
す
る
間
伐
材
水
制
は
そ
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

自然石と間伐材を使ってつくる間伐材水制により、
水の流れを多様にし、様々な種類の生き物の生息場を創出！

小
学
生
と
大
学
生
が

力
を
合
わ
せ
て
瀬
淵
環
境
を
再
生

昔の上西郷川 ワークショップの様子 現在の上西郷川

福岡県 /上西郷川
かみさいごうがわ

Profi le

【河川名】西郷川水系上西郷川
【場所】福岡県福津市福間南
【執筆者】林博徳
　  hayashi@civil.kyushu-u.ac.jp

福岡県福津市
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目
的

　　

本
工
法
は
、
水
の
流
れ
を
多
様
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
深
や
流
速
河
床
材
料
な
ど
も
多
様
に
し
、
様
々

な
種
類
の
生
き
も
の
の
生
息
場
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
導
入
し
て
い
ま
す
。
施
工
は
人
力
で
可
能
で
す
。

材
料
に
は
、
近
隣
流
域
で
余
っ
て
い
る
間
伐
材
や
、
周

辺
工
事
で
発
生
し
た
石
材
を
活
用
し
て
お
り
、
流
域
管

理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
点
に
お
い
て
も
工
夫
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
本
工
法
の
強
度
（
耐
久
性
）
は
、
導
入
す

る
河
川
の
状
況
（
掃
流
力
、河
床
の
状
況
な
ど
）
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
、
導
入
に
は
十
分
に
検
討
を
必
要
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
流
失
の
危
険
性
が
少
し
で
も
あ

る
場
合
は
，
丸
太
と
地
面
と
を
鎖
で
つ
な
ぐ
等
の
間

伐
材
水
制
が
流
失
し
な
い
た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

施
工
時
の
作
業
は
大
き
く
分
け
て
、
大
学
生
・
大

人
の
作
業
と
小
学
生
の
作
業
に
分
か
れ
ま
す
（
図 

1
）。

基
本
的
に
は
危
険
を
伴
う
も
の
や
強
い
力
を
必
要
と

す
る
作
業
を
大
学
生
・
大
人
が
行
い
、
そ
れ
ほ
ど
危
険

で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
数
が
必
要
な
作
業
を
小

学
生
が
行
い
ま
す
。
作
業
の
流
れ
を
図
２
に
示
し
ま

す
。
は
じ
め
に
、
施
工
場
所
を
決
め
ま
す
。
こ
れ
は
砂

州
の
付
き
方
な
ど
現
場
の
状
況
を
見
て
決
定
し
ま
す
。

決
定
し
た
場
所
に
丸
太
を
設
置
し
た
ら
、
次
に
丸
太
に

ド
リ
ル
を
使
っ
て
鉄
筋
を
挿
し
込
む
穴
を
空
け
ま
す
。

隣
接
す
る
ド
リ
ル
の
穴
は
、
鉄
筋
を
打
ち
込
む
向
き
を

意
識
し
て
、
1
m
程
度
の
間
隔
を
空
け
て
、90
度
程
向

き
を
変
え
て
あ
け
て
お
き
ま
す
。
一
本
の
丸
太
に
つ

き
空
け
る
穴
は
3
～
4
か
所
で
す
。
こ
の
際
、
穴
を

貫
通
さ
せ
ず
に
、
丸
太
の
直
径
の
1
/
3
く
ら
い
は

残
し
て
お
く
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。
続
い
て
、
ハ
ン
マ
ー

を
用
い
て
鉄
筋
を
丸
太
に
打
ち
付
け
、
地
盤
面
に
丸

太
を
固
定
し
ま
す
。
こ
の
際
、
丸
太
の
穴
を
貫
通
さ

せ
て
い
な
い
部
分
を
、
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て
鉄
筋
を

打
ち
込
ん
で
貫
通
さ
せ
ま
す
。
こ
の
作
業
は
結
構
し

ん
ど
い
で
す
が
、
こ
う
す
る
こ
と
で
し
っ
か
り
と
地

面
に
丸
太
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、

丸
太
の
上
流
側
に
石
を
、
丸
太
を
抑
え
る
よ
う
に
並

べ
て
完
成
で
す
。
こ
の
際
、石
の
座
り
が
い
い
よ
う
に
、

石
は
上
流
側
に
広
い
面
を
向
け
外
圧
を
受
け
や
す
く

し
、
な
る
べ
く
左
右
の
石
は
か
み
合
わ
せ
て
並
べ
る

の
が
コ
ツ
で
す
。
あ
と
は
、現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

稚
魚
な
ど
の
生
息
場
に
な
り
そ
う
な
氾
濫
原
水
路
な

ど
を
、
間
伐
材
水
制
の
周
り
に
掘
っ
て
あ
げ
る
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

　

な
お
本
工
法
は
、
水
の
流
れ
を
複
雑
に
す
る
こ
と

と
、
水
の
中
の
隙
間
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
な
の
で
、
丸
太
の
細
か
い
向
き
や
位
置
、
石

の
大
き
さ
や
並
べ
方
な
ど
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
く

て
も
い
い
で
す
。

［ 図 2　間伐材水制の施工時作業の流れ ］

［ 図 1　間伐材水制設置時の主な作業 ］

丸太を川に並べる。

※ 完全に貫通させない
　 1/3 ぐらいは残す。
　

モニタリング結果
瀬淵環境の回復がいまいち

※ 石の向きに注意

丸太に鉄筋挿入用の穴を
ドリルであける。穴は 1m
間隔ぐらいであける。

ドリルであけた穴に、
鉄筋をハンマーで貫入させる。

川の上流側に、丸太を
おさえるように石を並べる。

１ 2 3 4

活動のながれ

本格的な多自然川づくりワークショップス
タート（市民・大学・行政で連携して川づく
りの検討開始）

モニタリング（魚類調査および物理環境調査）
スタート

河川改修工事スタート
（2014 年 3 月の竣工まで段階的に施行）

間伐材水制を試験的に施行

福間南小学校が上西郷川の学習をスタート

子どもたちの工事によって間伐材水制を施行

地元地域の子どもたちを対象とした環境学
習教室をスタート（ここから子どもたちが
川で遊ぶようになった。）

2007.7

2009.10

2010.4

2011.6

2012.4

2012.9

2013.12

大
学
生
と

大
人
の
作
業

子
ど
も
た
ち

中
心
の
作
業

・材料の準備（間伐材・石材の調達運搬）

・間伐材の設置位置・向きなどを決定する

・水制に使う丸太を設置する

・丸太に鉄筋を打ち込むための穴をドリルであける

・丸太に鉄筋を打ち込む

・石を丸太の上流側に並べ、丸太を抑える

・氾濫原水路をスコップを使って掘る

Collaborative Nature Restoration

工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

間
伐
材
を
活
用
し
た
﹁
木
製
箱
型
魚
道
﹂

「できることからはじめよう　水辺の小さな自然再生事例集」（2015.3 JRRN発行）



7475

　　

本
工
法
お
よ
び
上
西
郷
川
の
川
づ
く
り
の
取
り
組

み
の
主
体
は
、
上
西
郷
川
日
本
一
の
郷
川
を
め
ざ
す

会
（
地
元
市
民
・
九
州
大
学
・
福
津
市
の
連
携
組
織
）

で
あ
り
、
市
民-
大
学-
行
政
で
協
力
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
材
料
で
あ
る
間
伐
材

に
つ
い
て
は
、
隣
の
流
域
で
あ
る
大
根
川
か
ら
提
供

を
受
け
て
い
ま
す
。

九州大学

地元住民

福津市

福間南小学校

大根川の川づくりを
通じてのつながり

森林組合

河川再生

（古賀市大根川流域）

上西郷川の川づくり

（間伐材水制施行）

全体コーディネート
自然再生手法技術提供
魚類モニタリング実施
施工 / 小学生への指導
工具および材料（鉄筋）支援

上西郷川日本一の郷川をめざす会
＝全体の意思決定組織

（市民・大学・行政など関係者の連携組織）
ワークショップ・イベントの開催

材料（間伐材）の提供
木材切り出しの指導

川づくりへの提案
施工協力

川づくりへの提案
環境学習参加
日常的に川で遊ぶ / 施工

施工許可 / 施工協力
材料（廃石材）の確保
工具支援

【材料】
［❶丸太（間伐材）］間伐材水制の形を決定し、背骨の様な
役割を果たす。石の沈下防止にも寄与する。径は２０㎝～
３０㎝程度のもので、大根川流域からわけてもらったもの（無
料）を使っている。長さはトラックでの輸送を考慮し３m とし
ている。スギ・ヒノキなど樹種は特にこだわりはない。

［❷自然石］空隙を作ることで様々な生き物の住処として機
能すると同時に、丸太を抑える役割を果たす。西郷川流域で
発生した廃材を活用している。特に大きさに決まりはないが、
人力で施工するためφ５０㎝程度が限界。

［❸鉄筋］丸太を地盤面に固定するために使用。ハンマーで
打ち込む際に曲げてしまうと修正が大変。

【工具】
［❹ハンマー］鉄筋を丸太に打ち込む際に利用する。５㎏の
ものが使いやすい。

［❺ドリル］丸太に鉄筋挿入用の穴を空ける際に利用する。
電池が切れやすいので複数台あると便利

［❻スコップ］丸太の設置地盤面をならす際などに利用する。
大きめのものが使い勝手がいい。

【番外編】
ワークショップで改修計画を議論する際 1/100 スケールの彩
色模型を利用している。さらに改修計画図面はワークショッ
プで参加者が合意した模型を測量することで作成している。

❶丸太（間伐材）

❹ハンマー

ワークショップ用模型

❷自然石

❺ドリル

❸鉄筋

❻スコップ

実
施
体
制
・
ス
キ
ー
ム

【
一
次
的
効
果
】

　

間
伐
材
水
制
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
魚
類
の
生
息
状
況
お
よ

び
物
理
環
境
に
つ
い
て
九
州
大
学
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
間
伐
材
水
制
導

入
に
よ
っ
て
水
制
近
傍
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト
や
物
理
環
境
は
多
様
に

な
り
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
種
数
も
増
え
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ビ
タ
ッ
ト
で
は
、「
と
ろ
」
と
わ
ず
か
な

「
よ
ど
み
」し
か
な
か
っ
た
場
所
に
間
伐
材
水
制
を
導
入
す
る
と
、

一
年
後
に
は
「
平
瀬
」
や
、「
淵
」
さ
ら
に
多
く
の
「
よ
ど
み
」

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
図 

3
）。
そ
の

結
果
、
物
理
環
境
（
こ
こ
で
は
流
速
・
水
深
）
の
分
布
の
幅
も

広
が
り
、
多
様
化
し
た
こ
と
が
図 

4
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、確
認
さ
れ
た
魚
種
数
も
有
意
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図 

5
）。

詳
し
く
は
※
参
考
文
献
（
林
ほ
か
２
０
１
４
）
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

【
二
次
的
効
果
】

　

現
在
、
間
伐
材
水
制
の
周
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と

し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
工
に
関
わ
っ
た
子
供
の

多
く
が
自
分
の
施
工
し
た
水
制
の
様
子
を
見
に
上
西
郷
川
を
訪

れ
て
お
り
、
川
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
と
い
う
効
果
も
得
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の
親
の
世
代
の
上
西
郷
川

の
認
知
度
も
高
ま
り
、
地
域
の
人
の
川
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ

と
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

井上さんは、魚の飼育において素晴らしい
技術を持っておられます。上西郷川でとれ
た魚を小学校で飼育する際にも、子どもた
ちに丁寧な指導をしてくれています。また、
どんなところに魚が沢山いるかということ
もよく知っていて、間伐材水制を施工する
際にも色々とアドバイスしてくれていま
す。なお、絶滅が危惧されるヒナモロコの
里親もされていて、井上さんの家は魚飼育
繁殖用の水槽でいっぱいとのことです。

渡さんは、古賀市の森林組合
の組合長を務めておられ、木
を切る達人です。譲っていた
だく間伐材を切り倒す作業の
際にも、学生たちに切った木
の倒し方等を丁寧に指南して
くださっています。間伐はと
ても危険な作業なので、渡さ
んの付添い、指導がなければ
できない作業です。

上西郷川日本一の
郷川をめざす会

古賀森林組合

井上さん
渡さん

［ 図 4　間伐材水制導入前後の
物理環境（流速・水深）の変化 ］

導入前
導入後

［ 図 5　間伐材水制導入前後の出現種数
（1 調査ブロックあたり）の変化 ］

導入前

導入後

流速（cm/s）

水
深

（
cm

）
出

現
種

数
（

種
/1

ブ
ロ

ッ
ク

）

2011

10

10

20

30

40

50

60

8

6

4

2

0

0
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

2012

［ 図 3　間伐材水制導入前後のハビタットの変化 ］

※参考文献：林博徳，服部実佳子，新希一，岩瀬広継，島谷幸宏，上西郷川における間伐材を用いた河道内自然再生工法の導入と評価，河川技術論文集，vol.20，pp.121-126，2014

Collaborative Nature Restoration

目
的
に
対
す
る
効
果

使用材料・工具

現
場
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

「できることからはじめよう　水辺の小さな自然再生事例集」（2015.3 JRRN発行）
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上西郷川現地にて　
～島谷先生インタビュー～ 

Collaborative Nature Restoration

　
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
を
全
国
の
河
川
に
普
及
し
て

い
く
〝
仕
掛
け
〞
を
探
る
た
め
、
応
用
生
態
工
学
会
に

お
け
る
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
に
関
す
る
自
由
集
会
開

催
の
発
案
者
で
あ
り
、
多
自
然
川
づ
く
り
研
究
会
座
長

で
、
中
小
河
川
の
河
道
計
画
の
技
術
論
の
第
一
人
者
で

も
あ
る
、
島
谷
幸
宏
先
生
（
九
州
大
学
教
授
）
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
、
本
事
例
集
の
編
集
委
員
（
巻
末
1
参

照
）
で
あ
る
三
橋
弘
宗
先
生
（
兵
庫
県
立
大
学
）
と
の

対
談
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
場
所
は
、
島
谷
先
生
が
川

づ
く
り
を
手
が
け
た
上
西
郷
川
の
現
地
に
て
、
11
月
と

肌
寒
い
季
節
で
し
た
が
、
環
境
学
習
で
訪
れ
た
地
元
の

小
学
生
の
元
気
な
声
に
後
押
し
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
川

づ
く
り
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
三
）
上
西
郷
川
の
川
づ
く
り
で
工
夫
し
た
点
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
島
）
ま
ず
模
型
を
作
成
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
測
量
し

て
設
計
図
面
に
ト
レ
ー
ス
す
る
と
い
う
や
り
方
で
行

い
ま
し
た
。
水
の
中
の
河
床
は
、
現
場
で
の
作
業
を
繰

上
西
郷
川
の
川
づ
く
り
で
工
夫
し
た
点

（
三
）
調
整
池
の
整
備
と
合
わ
せ
て
川
づ
く
り
を
実
施

し
た
事
例
で
す
ね
。

（
島
）
一
つ
良
い
事
例
が
で
き
る
と
、
そ
の
地
域
は
良

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
三
）
そ
う
い
う
事
例
が
出
て
こ
な
い
と
、
後
に
続
か

な
い
で
す
よ
ね
。

（
島
）
関
東
で
は
、
吉
村
さ
ん
の
事
例
（
和
泉
川
）
と

か
が
あ
っ
て
普
及
し
て
る
と
思
う
け
ど
、
私
が
福
岡

に
来
た
当
初
は
中
々
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
つ
良
い
事
例
が
で
き
上
が
る
と
そ
れ
が
引
き
金

と
な
っ
て
、
県
の
方
々
か
ら
も
要
望
が
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
を
見
て
も
ら
っ
て
、

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
、
自
分

た
ち
で
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
え
る
よ
う

に
な
る
ん
で
す
。

（
三
）
マ
ネ
で
き
る
よ
う
な
事
例
が
あ
る
こ
と
が
重
要

で
す
ね
。
今
日
、
上
西
郷
川
を
視
察
し
て
み
て
、
頑

張
れ
ば
で
き
そ
う
な
事
例
だ
な
と
思
え
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
で
き
ま
す
。

（
島
）
福
岡
は
ア
ジ
ア
の
入
り
口
に
な
っ
て
い
て
、
ア

ジ
ア
の
仲
間
た
ち
が
北
部
九
州
で
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
セ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作

り
た
か
っ
た
。

（
三
）
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
み
た

い
な
も
の
で
す
ね
。

（
島
）
北
部
九
州
に
は
、
ア
ザ
メ
の
瀬
（
松
浦
川
）
や

上
西
郷
川
の
他
に
も
、
遠
賀
川
の
魚
道
や
自
然
再
生

（
中
ノ
島
）、
小
水
力
（
白
糸
の
滝
）
な
ど
が
あ
っ
て
、

現
地
見
学
ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
一
連

と
な
っ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
ま
す
。

（
三
）
そ
う
い
う
研
修
の
場
が
あ
る
と
、
今
ま
で
関
心

の
薄
か
っ
た
地
域
の
職
員
の
方
々
も
、
自
分
た
ち
の

取
り
組
み
を
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
一
生

懸
命
に
な
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
自
分
た
ち
に
と
っ

て
も
良
い
訓
練
に
な
る
。
良
い
事
例
が
あ
る
と
、
良

い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
育
ち
ま
す
。

（
島
）
外
か
ら
来
た
人
に
評
価
さ
れ
る
っ
て
重
要
で
す

よ
ね
。
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
と
か
、
課
題
も
わ
か
っ
て

く
る
し
。

（
島
）
九
州
に
は
「
九
州
川
づ
く
り
コ
ン
ペ
」
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
と
て
も
盛
ん
で
す
。
地
域
の
自
慢
大
会

み
た
い
に
な
っ
て
ま
す
け
ど
（
笑
）。
最
近
、
福
岡
県

で
も
賞
を
も
ら
え
る
よ
う
な
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

（
三
）
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
河
川
が
一
つ
二
つ
と
増

え
て
き
て
、
車
半
日
で
ツ
ア
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
良
い
で
す
ね
。

（
三
）
他
に
川
づ
く
り
た
め
の
〝
仕
掛
け
〞
は
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

（
島
）
官
・
学
・
民
全
体
が
包
み
込
め
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
で
す
か
ね
。
例
え
ば
、「
福
岡
水
守
自
慢
」
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
と
市
民
、
大
学

の
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
川
づ
く
り
を
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
そ
う
い
う
交
流
の
場
が
あ

る
と
、
特
に
県
の
職
員
の
方
々
が
川
づ
く
り
で
困
っ

た
時
に
相
談
で
き
よ
う
に
な
り
ま
す
。
川
づ
く
り
に

対
す
る
〝
敷
居
を
下
げ
る
仕
掛
け
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
島
）
私
が
福
岡
に
来
た
当
初
、
県
の
職
員
向
け
の
研

修
を
か
な
り
行
い
ま
し
た
。
現
地
に
出
て
、
設
計
図

面
を
作
る
研
修
で
す
。
そ
れ
を
経
験
し
た
方
々
が
、今
、

現
場
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
場
見
学
、
研
修
、
官
・

学
・
民
の
交
流
会
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
セ
ッ
ト
と
な
っ

た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
で
き
る
と
、
川
づ
く
り
は
う
ま

く
い
き
ま
す
。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
で
も
、
自
分
た
ち
が
し
よ

う
と
す
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
こ
と
が
重
要
で
、
作

業
に
対
し
て
実
感
が
沸
か
な
い
と
や
る
気
は
起
き
ま

せ
ん
。
写
真
を
見
せ
る
だ
け
で
は
だ
め
で
す
ね
。

（
島
）
現
地
を
見
る
だ
け
で
も
だ
め
で
、
川
の
中
に
入
っ

て
、〝
生
き
も
の
を
と
る
体
験
〞
を
す
る
こ
と
が
決
定
的

に
重
要
で
す
。
生
き
も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
が
作
ろ
う
と
す
る
環
境
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
。

（
三
）そ
う
い
う
体
験
は
と
て
も
大
切
で
す
ね
。以
前
に
、

特集

り
返
し
て
今
の
形
に
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
設
計
思
想
だ
と
、
大
き
な
石
を
入
れ
た
り
、
細

か
い
瀬
・
淵
構
造
を
再
現
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
し
た
が
、
水
制
に
つ
い
て
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
氾
濫
原
性
の
生
物
が
戻
っ
て
く

る
よ
う
な
ワ
ン
ド
環
境
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

川
に
本
来
棲
ん
で
い
る
魚
、
特
に
メ
ダ
カ
の
ハ
ビ
タ
ッ

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
メ
ダ
カ
が
戻
っ
て
き
た
ら
、
ハ
ビ
タ
ッ
ト
と
し

て
は
十
分
で
す
。
遊
泳
能
力
が
低
い
で
す
か
ら
。
氾

濫
原
環
境
も
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

（
島
）
小
河
川
で
は
氾
濫
源
環
境
を
ど
の
よ
う
に
作
る

か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
上
西
郷
川
も
同
様
で
、
も

う
少
し
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ワ
ン
ド
は

で
き
た
と
思
う
。

（
三
）
兵
庫
県
の
事
例
を
整
理
し
た
研
究
で
は
、
氾
濫

源
性
の
希
少
植
物
の
多
く
が
合
流
点
に
生
育
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
氾
濫
源
環
境
を
作
る
に

は
、
合
流
点
近
辺
の
環
境
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
す
ね
。
上
西
郷
川
も
合
流
点
に
近
い
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
の
１
つ
か
と
。

（
島
）
上
西
郷
川
は
福
津
市
が
管
理
し
て
い
る
河
川
だ

け
ど
、
大
学
の
研
究
で
自
由
に
使
わ
せ
て
く
れ
る
環

境
で
あ
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
三
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
広
報

す
る
〝
仕
掛
け
〞
が
あ
っ
て
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
か

（
島
）
む
し
ろ
我
々
は
そ
う
い
う
〝
仕
掛
け
〞
が
得
意

で
は
な
か
っ
た
。
地
域
の
合
意
形
成
に
は
相
当
に
苦

労
し
ま
し
た
。

（
三
）
私
の
経
験
で
は
、
現
場
が
ゼ
ロ
の
状
態
で
広
報

し
て
も
批
判
ば
か
り
受
け
る
け
ど
、
あ
る
程
度
実
施

し
た
段
階
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
を
示
し
て

あ
げ
る
と
理
解
を
得
ら
れ
易
か
っ
た
で
す
ね
。

（
島
）
元
々
の
整
備
計
画
が
決
ま
っ
た
後
で
我
々
が
参

加
し
た
の
で
、
最
初
は
全
く
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。〝
失
敗
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〞
と
ま
で
言
わ

れ
ま
し
た
ね
（
笑
）。
模
型
を
作
っ
て
地
道
に
説
明
を

繰
り
返
し
て
、
徐
々
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
番
反
対
し
て
い
た
方
が
今
で
は
一
番

の
仲
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
）
地
域
の
思
い
入
れ
が
強
い
河
川
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。
失
敗
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
例
は
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
三
）
上
西
郷
川
を
他
の
河
川
で
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
が
見
学
さ
れ
て
参
考
に
な
る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

（
島
）
調
整
池
を
作
り
直
し
た
と
い
う
の
は
、
ど
の
河

川
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
単
な
る
親
水
空
間
と
し

て
の
貯
め
池
で
は
な
く
、
防
災
機
能
も
持
た
せ
た
複

合
的
な
施
設
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
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行
政
職
員
の
現
地
研
修
を
２
月
に
設
定
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
期
は
水
生
昆
虫
が
大
量
に
い
る
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
見
た
ら
、
自
分
た
ち
が
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
生
き
も
の
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か

が
強
烈
に
印
象
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
い

う
対
策
を
す
れ
ば
良
い
か
、
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
島
）
川
づ
く
り
が
終
わ
っ
た
後
に
〝
褒
め
る
こ
と
〞

も
重
要
で
す
ね
。
勝
手
に
賞
で
も
作
っ
た
ら
ど
う
か

な
、
九
州
大
学
島
谷
幸
宏
賞
と
か
（
笑
）。

（
三
）
そ
れ
は
喜
び
ま
す
ね
（
笑
）。
私
の
博
物
館
で
も
、

川
の
何
で
も
発
表
会
で
、
幼
稚
園
生
が
分
類
し
た
り
、

８
０
歳
の
お
爺
ち
ゃ
ん
が
G
I
S
で
地
図
を
作
っ
て

発
表
す
る
会
が
あ
っ
て
、
表
彰
さ
れ
る
と
本
当
に
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。

（
島
）
複
合
的
な
取
り
組
み
が
と
て
も
大
切
で
、
そ
の

た
め
に
学
者
の
役
割
は
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に

な
る
こ
と
で
す
。
九
州
大
学
の
よ
う
な
基
幹
大
学
が

中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
駆
け
込
み
寺
（
悩

み
相
談
室
）
に
な
る
。
そ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
の
受
け

皿
が
な
い
と
こ
ろ
で
良
い
川
づ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
三
）
上
西
郷
川
の
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
で
、
他
の

河
川
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
技
術
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
何

で
し
ょ
う
か
。

（
島
）
大
き
な
石
を
入
れ
る
こ
と
が
一
番
簡
単
で
す
ね
。

そ
れ
だ
け
で
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

（
三
）
大
き
な
石
を
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
を
示

す
人
が
い
な
い
で
す
か
ね
。
洪
水
を
引
き
起
こ
す
と

思
っ
て
。

（
島
）
安
全
か
ど
う
か
は
計
算
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

大
き
な
石
を
置
く
こ
と
で
、
水
面
の
領
域
が
広
が
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
。
日
本
の
河
川
改
修
は
、

川
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
の
で
、
水
面
幅
が
狭
い
印

象
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
に
元
々
あ
っ
た
大
き
な
石
を

取
り
除
い
て
、ツ
ル
っ
と
し
た
川
（
粗
度
の
小
さ
い
川
）

に
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
川
づ
く
り
の
原
則
は
流
速

を
速
く
し
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
元
々
あ
っ
た
大
き
な

石
を
戻
し
て
抵
抗
を
作
る
と
い
う
の
が
重
要
で
す
ね
。

（
島
）
本
来
の
川
の
姿
は
多
様
で
、
川
幅
の
狭
い
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
広
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
が
普
通
で
す
。

川
幅
を
一
定
に
せ
ず
、〝
川
を
曲
げ
る
こ
と
〞
が
重
要

で
す
。
洪
水
の
流
れ
が
曲
が
ら
な
い
と
、
川
に
多
様

な
環
境
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
三
）
川
の
本
来
の
姿
に
戻
す
た
め
に
、
大
き
な
石
や

水
制
を
置
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。

（
島
）
今
は
計
算
技
術
が
発
達
し
て
る
か
ら
、
川
を
変

え
た
場
合
に
ど
ん
な
流
れ
に
な
る
か
は
予
測
で
き
ま

す
。
安
全
さ
え
確
認
で
き
れ
ば
大
概
の
こ
と
は
技
術

的
に
で
き
る
の
で
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
川
づ
く
り

を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に

は
、
河
川
行
政
の
施
策
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
や
っ
て
位
置
づ
け
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

（
島
）
河
川
整
備
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。「
小
さ
な
自
然
再
生
」を
意
識
し
て
、〝
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
な
整
備
を
行
う
〞
と
記
載
さ
れ
て
い
る

計
画
も
あ
り
ま
す
。

（
三
）
ほ
と
ん
ど
の
河
川
で
は
河
川
整
備
計
画
は
既
に

策
定
済
み
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

（
島
）
二
級
河
川
で
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
河
川

は
多
い
で
す
。
直
轄
の
河
川
で
も
、
国
土
交
通
省
の

担
当
者
と
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
、
河
川
整
備
計
画

を
改
訂
す
る
方
向
に
働
き
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
三
）
直
轄
の
大
き
な
河
川
だ
と
、
河
川
整
備
計
画
を
改

訂
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
人
が
い
な
い
で
す
か
ね
。

（
島
）
ま
ず
は
県
管
理
の
小
さ
な
河
川
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
で
す
ね
。
直
轄
の
大
き
な
河
川
で
は
、
ま

だ
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
の
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
い

な
い
の
で
。ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、「
大
き
な
自
然
再
生
」

に
な
っ
て
し
ま
う
（
笑
）。

（
三
）
直
轄
河
川
で
も
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
を
や
り

た
い
と
い
う
要
望
は
あ
る
よ
う
で
す
よ
。
そ
の
場
合
、

適
用
で
き
る
の
は
合
流
点
で
す
ね
。

（
島
）
合
流
点
は
重
要
で
す
ね
。
見
逃
さ
れ
易
い
場
所

で
も
あ
る
し
。

（
三
）
や
は
り
河
川
整
備
計
画
の
中
に
「
小
さ
な
自
然

再
生
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
普
及
の
早
道
で
し
ょ

う
か
。

（
島
）そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、制
度
化
の
前
に
、

ま
ず
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
始
め
て
み
る
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。
中
小
河
川
の
河
道
計
画
の
技
術
基
準

（
平
成
20
年
3
月
）
は
、
災
害
復
旧
事
業
や
激
特
事
業

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
河
川
で
「
多
自
然

河
川
づ
く
り
」
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
や
っ
て
き
た

技
術
を
蓄
積
し
て
作
り
ま
し
た
。「
小
さ
な
自
然
再
生
」

も
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
技
術
を
集
積
し
て
か
ら
制
度

化
と
い
う
順
序
の
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
）激
特
事
業
の
中
で「
小
さ
な
自
然
再
生
」を
行
う
、

あ
る
い
は
事
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
う
と
い
う
の
が

や
り
易
い
。

（
島
）「
多
自
然
型
川
づ
く
り
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

中
で
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
も
対
象
に
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
ね
。「
小
さ
な
自
然
再
生
」の
専
門
チ
ー

ム
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
。
三
橋

先
生
い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

（
三
）
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
（
笑
）。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
で
す
ね
、

「
小
さ
な
自
然
再
生
」
の
相
談
窓
口
に
な
れ
ば
。

（
島
）
東
京
の
専
門
家
に
頼
み
た
く
な
い
っ
て
い
う
地

域
も
あ
る
み
た
い
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

（
三
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
と
聞
く
と
、
固
い
印
象
を

与
え
て
い
る
の
か
も
。

（
島
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
は
、
河
川
の
特
性
に
応
じ

て
方
法
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
技
術
的
な
整
理
を
急

い
だ
方
が
良
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
上
西
郷
川
は
砂
河

川
な
の
で
川
幅
が
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
河
道
を
直
線
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
単
調
な
環
境
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
砂
河
川
は
、
構

造
物
を
入
れ
な
い
と
多
様
な
環
境
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
場
合
に
、「
小
さ
な
自
然
再
生
」
を
う
ま
く

行
う
こ
と
で
、
マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
を
作
る
。

（
三
）
基
本
と
な
る
従
来
の
河
川
整
備
と
「
小
さ
な
自

然
再
生
」
を
セ
ッ
ト
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

（
島
）「
中
小
河
川
の
河
道
計
画
の
技
術
基
準
」
に
は
、

マ
イ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
作
り
方
、
つ
ま
り
低
水
路
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
技
術
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
河
川
整
備
計
画
よ
り
も
技

術
基
準
の
中
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
三
）
そ
の
た
め
に
は
学
会
な
ど
を
通
じ
て
う
ま
く
イ

ン
プ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

（
島
）「
中
小
河
川
の
河
道
計
画
の
技
術
基
準
」
の
場
合

は
、
川
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
私
の
頭
の
中
に
で
き

て
い
た
か
ら
作
成
で
き
ま
し
た
。「
小
さ
な
自
然
再
生
」

も
誰
か
が
概
念
化
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
論
理
的
な
整
理
に
は
な
る
ん
だ

け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
技
術
者
の
感
性

が
求
め
ら
れ
る
作
業
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
三
）
わ
か
り
ま
す
。
難
し
い
で
す
ね
。

（
島
）
流
速
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
要
素
技
術
だ
け
整

理
し
て
も
だ
め
で
、
技
術
の
全
体
像
を
も
っ
と
複
合

的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
と
い
う
観
点
は
色
ん
な
省

庁
で
も
関
心
が
あ
る
よ
う
で
す
し
、
今
後
、
各
省
庁

の
施
策
に
波
及
し
て
い
け
ば
、
必
然
的
に
技
術
的
な

整
理
は
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
ね
。

（
島
）
現
在
進
め
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
の

概
念
は
、
河
川
や
道
路
、
農
水
、
下
水
道
、
都
市
、
公

園
整
備
な
ど
の
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
横
断
的
に

つ
な
げ
て
総
合
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
緒
に

や
っ
て
い
く
た
め
の
大
き
な
制
度
づ
く
り
で
す
。
そ

う
い
う
大
き
な
制
度
の
中
の
個
別
技
術
と
し
て
、「
小

さ
な
自
然
再
生
」
の
技
術
基
準
も
し
っ
か
り
と
ま
と

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
は
副
次
的
な
効
果
が
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
効
果
が
考
え
ら
れ
ま

す
か
。

（
島
）
特
に
効
果
が
大
き
い
の
は
、
環
境
教
育
と
福
祉

で
す
ね
。
他
は
、
町
づ
く
り
、
地
価
の
上
昇
、
防
災
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
刈
っ

た
草
の
再
利
用
）
な
ど
複
合
的
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
三
）
山
間
地
だ
と
小
水
力
も
あ
り
ま
す
ね
。
多
く
の

人
が
関
わ
れ
る
機
会
が
生
ま
れ
ま
す
。

（
島
）
河
畔
林
は
水
害
防
護
や
温
暖
化
緩
和
に
も
寄
与

し
ま
す
。
上
西
郷
川
の
河
畔
林
は
、
一
本
一
本
異
な

る
樹
種
を
使
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
都
市

の
中
の
生
態
系
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
樹
種
が
偏
る
と
、
害
虫
が
異
常

発
生
し
た
り
、
鳥
が
減
少
し
た
り
、
生
態
系
へ
の
影

響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
植
樹
に
当
た
っ
て

は
、
維
持
管
理
し
や
す
い
木
を
植
え
る
の
で
は
な
く
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
木
を
植
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
三
）
植
樹
は
川
の
整
備
後
で
も
で
き
る
の
で
、
予
め

そ
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
定
し
て
お
い
て
、
市
民

が
一
緒
に
な
っ
て
植
樹
す
る
。

（
島
）〝
市
民
普
請
〞
で
す
ね
。
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
を
自
分
た
ち
が
作
る
、
関
わ
っ
て
い
け
る

仕
組
み
が
大
切
で
、
そ
れ
が
防
災
や
地
域
愛
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う

複
合
的
な
効
果
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

（
三
）
大
き
な
設
計
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
そ
う
い
う
思
想
と
小
さ
な
技
が
無
数
に
や

り
取
り
す
る
こ
と
で
、
発
展
の
余
地
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
島
）
学
校
の
す
ぐ
側
に
安
全
で
自
然
の
あ
る
場
所
は

非
常
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。

（
三
）
島
谷
先
生
が
言
っ
て
い
た
大
き
な
石
に
、
さ
っ

き
子
供
た
ち
が
４
人
も
乗
っ
て
遊
ん
で
ま
し
た
よ

（
笑
）。

（
島
）
そ
う
い
う
機
能
も
あ
る
ん
だ
ね
（
笑
）。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
に
は
い
ろ
い
ろ
副
次
的
な

効
果
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
発
掘
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
ね
。

（
島
）
価
値
の
評
価
だ
よ
ね
。
子
供
た
ち
は
川
に
入
る

こ
と
で
価
値
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
。
こ
の
看
板
は
、

上
西
郷
川
に
棲
ん
で
い
る
魚
の
レ
ア
度
を
星
の
数
で

表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
結
構
好
評
で
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
も
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
。
レ
ア
な
魚
が

捕
れ
る
と
皆
に
自
慢
で
き
る
。

（
三
）
ま
さ
に
環
境
教
育
の
〞
仕
掛
け
〞
で
す
ね
。
魚

の
名
前
で
、
シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
子

供
た
ち
は
ピ
ン
と
こ
な
い
と
け
ど
、
レ
ア
度
４
の
魚
っ

て
言
わ
れ
た
ら
、
子
供
た
ち
も
親
し
み
を
持
て
ま
す

も
ん
ね
。

（
三
）「
小
さ
な
自
然
再
生
」
に
ど
ん
な
価
値
を
付
加
し

て
い
く
か
と
い
う
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
念
頭
に
置
く
こ
と
、

大
き
な
設
計
思
想
と
現
場
で
の
技
術
を
や
り
取
り
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
小
さ
な
自
然
再
生
」
の

副
次
的
な
効
果

「
小
さ
な
自
然
再
生
」
を

普
及
し
て
い
く
た
め
に
は

「
小
さ
な
自
然
再
生
」
の

技
術
的
な
ポ
イ
ン
ト

「できることからはじめよう　水辺の小さな自然再生事例集」（2015.3 JRRN発行）




